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令和６年度全国学力・学習状況調査結果 （市町村立学校）

■ 結果のポイント
学習指導要領の内容 県 全国平均

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 65.7 64.4

(2) 情報の扱い方に関する事項 87.6 86.9
(3) 我が国の言語文化に関する事項 76.9 74.6
Ａ 話すこと・聞くこと 60.6 59.8

Ｂ 書くこと 70.4 68.4
Ｃ 読むこと 73.8 70.7

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

○全国平均を上回る。

○全ての領域で全国平均を上回る。

４ 正答数度数分布

小学校国語

○低学力層の児童の割合（正答率20％以下）
が全国平均より少ない。

○正答数が全国平均以上（9問以上）の児
童の割合は全国値を上回る。

３ 観点別の結果

○全ての観点で全国平均を上回る。

観 点 県 全国平均

知識・技能 71.2 69.8

思考・判断・表現 68.0 66.0
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令和６年度全国学力・学習状況調査結果 （市町村立学校）

□ 課題が見られた問題と指導の改善

正答率が低かった問題

指導の改善
○ 事実と感想、意見とを区別して書くには、事実を客観的に書くととも
に、その事実と感想や意見との関係を十分に捉えて書くことが重要
である。あわせて、文末表現に注意することも重要である。

【学習指導のポイント】
☑ 内容に注目して、文章全体に一貫性があるかを確かめたり、文末
表現に着目して、事実と意見（考え）を適切に区別しているか、事実
と意見（考え）を混同してないかを確かめたりする場面を設定する。

☑ 伝えたいことを支える事実としてふさわしいものが取り上げられて
いるかを確認したり、事実を裏付けとすることでどのような意見（考
え）を伝えたいのかを確認したりすることができるよう、児童同士で
書いた文章を読み合い確かめ合う場面を設定する。

☑ 事実と意見（考え）を区別して書くことができていない場合は、主語
や文末表現を意識して文章を見直すよう促す。

小学校国語

調査結果から見える児童の実態
【正答】

「お兄さんやお姉さんと遊べて楽しかった」という１年生や、「みんなが
楽しそうでうれしかった」という４年生がいます。このように、「たてわり遊
び」のよいところは、学年をこえた交流ができるところだと思います。

【誤答例】

６年生が下級生に遊びたいことを聞いたり、ルールを工夫したりしてい
ます。例えばドッジボールでは、上級生が遠くからボールを投げていま
す。１年生は「お兄さんやお姉さんと遊べて楽しかった」と言っています。

大問２ 設問二 【平均正答率 大分県60.6% 全国56.6%】

目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書く
など、自分の考えが伝わるように書き方を工夫することが
できるかどうかをみる問題。

「たてわり遊び」のよさを書いた文章

取材メモ

あとの条件に合わせ、

に入る内容を
書く。

＜条件＞
○「たてわり遊び」のよさ
について考えたことを
書くこと。

○「取材メモ」の下級生
に聞いたことから言葉
や文を取り上げて書く
こと。

○60字以上、100字以内
にまとめて書くこと。

▲「たてわり遊び」のよさを認識できているものの、そこから自分の
考えをもつことができず、事実を自分の考えのように書いている
▲書く目的や意図が明確ではなく、「たてわり遊び」のよさについて
書く必要があることを捉えられていない


